
❒ 施設配置パターンごとの各フロア面積の試算

（単位：㎡）

１階 ２階 ３階 ４階 １階 ２階 １階 ２階 ３階 ４階 １階 ２階

0 0 684 608 608 0 608 608 684 0 0 0 684 608 608 0 684 608 608 0 0

1 普通教室（通常学級） 380 380 380 380 380 380 380 380 380 380 380 380

2 少人数教室 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76

3 多目的スペース 152 152 152 152 152 152 152 152 152 152 152 152

4 エンカレッジルーム 76 76 76 76

0 76 456 912 456 0 76 760 1,064 0 0 76 798 570 456 76 418 684 722 0 0

5 理科室（準備室含む） 228 228 228 228

6 音楽室（準備室含む） 228 228 228 228

7 技術室（準備室含む） 228 228 228 228

8 家庭科室（準備室含む） 228 228 228 228

9 美術室（準備室含む） 190 190 190 190

10 視聴覚室 114 114 114 114

11 学校図書館（準備室含む） 190 190 190 190

12 特別支援教室 152 152 152 152

13 教育相談室 38 38 38 38

14 進路資料・指導室 38 38 38 38

15 多目的室 228 228 228 228

16 生徒会室 38 38 38 38

0 0 0 0

0 1,422 0 0 0 852 532 0 38 0 0 1,422 0 0 0 1,422 0 0 0 0 0

17 職員室 228 228 228 228

18 校長室 38 38 38 38

19 主事室・警備室 76 76 76 76

20 保健室 76 76 76 76

21 事務室 38 38 38 38

22 放送室 38 38 38 38

23 会議室 76 76 76 76

24 教材室 76 76 76 76

25 印刷室 38 38 38 38

26 PTA室 38 38 38 38

27 給食室 700 700 700 700

766 704 1,700 1,700 1,700 2,004 1,700 1,700 766 0 400 2,004 2,100 2,466 500 0 2,004 1,700 1,700 766 900

28 体育館 304 1,700 1,700 1,700 2,004 1,700 1,700 2,004 1,700 1,700 2,004 1,700 1,700

29 武道場 400 400 400 400

30 屋内温水プール 766 766 766 500 766 500

0 1,100 550 0 650 650 400 0 0 700 500 1,750 500 200 0 700 50 0 0 1,000 500

31 西原北児童館 500 500 500 200 500

32 けやき保育園 500 500 600 400 1,000 1,000

33 市民集会所 150 150 150 150

34 西原町地域包括支援センター 150 150 150 150

35 相談窓口・交流スペース 400 400 400 400

36 防災備蓄倉庫 50 50 50 50 50

766 3,302 3,390 3,220 3,414 3,506 3,316 3,068 2,552 700 900 5,252 4,082 3,844 1,564 2,198 3,156 2,992 3,030 1,766 1,400

0 319 456 608 426 61 486 547 714 0 0 319 593 471 426 319 441 517 532 0 0

766 3,621 3,846 3,828 3,840 3,567 3,802 3,615 3,266 700 900 5,571 4,675 4,315 1,990 2,517 3,597 3,509 3,562 1,766 1,400

※１　共有部分は、普通教室等、特別教室等と管理諸室等（給食室を除く）の合計の４割と見込んでいます。

※２　下表では建替え後に整備する主な諸室等を示しています。また、建替え後の面積は校舎等設計時に参考とするためのものであり、現時点で諸室等の規模を決定するものではありません。

【フロア配置の見直しの手順】
施設内のフロア配置の考え方に基づく施設整備において、敷地内の施設配置の見直しを行ったとしても、すべての諸室等を望ましい配置とすることが難しく、１階に集中している管理諸室等と体育施設、複合施設のフロア配置の見直しを検討する必要があります。
このため、体育施設がもっとも延床面積が広いことを踏まえつつ、良好な教育環境の整備に配慮し、フロア配置の見直しにあたっては、①体育施設、②複合施設、③管理諸室等の順序を基本に検討していきます。
下表は、上記の考え方を踏まえ、 施設配置パターンごとに各フロア面積を試算した結果です。

【田無第三中学校敷地　パターン②・③】
現校庭に新校舎と複合施設の一部を整備した後、

現西校舎または現体育館の位置に残りの施設を整備

敷地南東側 敷地南西または北東側

調整中

約3800㎡
敷地南東側（Ⅰ期）：約3,800㎡

敷地南西または北東側（Ⅱ期）：約1,200㎡または約1,600㎡
約5,900㎡

西原総合教育施設敷地：約3,500㎡
UR敷地（児童館・保育園）：約1,800㎡

４階３階 ４階 １階 ２階 ３階
UR敷地

【西原総合教育施設敷地］
西原総合教育施設、保育園と児童館を解体後、新校舎と複合施設を整備

建築可能面積

調整中調整中

西原総合教育施設敷地
№ 部屋名・施設名

【田無第三中学校敷地　パターン①】
現校庭に新校舎等を整備

【田無第三中学校敷地　パターン④】
旧校舎と同じ位置に新校舎等を整備

整備手法

地下 １階 ２階

●特別支援学級 調整中

●普通教室等

●特別教室等

共有部分

合計

●管理諸室等

●体育施設

●複合施設

小計
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